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830人/日 

妊娠出産に 

係る予防可能な

原因で死亡 

 

8万人/年 

予防可能な

産後出血で

死亡 

 

3万人/年 

予防可能な

感染で死亡 

 

7千人/日 

生後１ヶ月を 

迎える前に 

死亡 

 

700人/日 

救える 

お母さんの命 

5,342人/日 

救える 

赤ちゃんの命 

 
 
 
 
 
 

 

一般社団法人 福岡県助産師会  会長 上野 恭子 

 
今年は、例年より台風が多く到来し、様々な爪痕を残し多くの人々が被災に遭遇されまし

た。未だに大変な生活を余儀なくされている方々がいらっしゃいます。どのような支援がで

きるかを常々考えるとともに、自分自身も災害時の対応を考えなければならないと思ってい

ます。これらの原因は地球環境の変化が大きく関与しているといわれています。地球環境問

題で話題のスウェーデン 16 歳の活動家グレタ・トゥーンベリさんの活動・行動が、世界各

国の学生の共感を得 300 近い都市に影響を及ぼしています。日本でも新たな環境大臣が注目

を浴びています。気候変動問題など地球上の環境に大きく影響を受けている今の私たち、私

たち自身の身体も気づかないうちに変化していっているような気がします。助産師として次

世代の出産に関わる中で、産み、生まれる生理的な自然の営みを、令和元年に改めて考えた

いものです。 

 

JICA はこれまで、助産ケアの向上を中心に「人間的なお産」と呼ばれるプロジェクトを

世界 8か国で展開し、改めて助産ケアの大切さを訴えています。 

               世界の母子の現状（出典：WHO、UNFPA をもとに JICA 作成)  

「医療が必要かを見極める助産能力と、質の高い助産ケアの重要性が、いま改めて見直さ

れています。 本来備わったお母さんの産む力と赤ちゃんの生まれる力を最大限に引き出す

ことが「助産」です。 正常を正常に保つ、異常に傾いた時に正常に引き戻す、異常を適切

に判断して機を逸することなく 医療に繋ぐ、これが「助産ケア」です。リスクの高い妊娠

をより分ける能力のある助産師が、産婦人科医の後方支援のもと大半の問題のない健診・分

娩を担い、リスクのあるときにはすぐに産婦人科 医と連携をとれるしくみが、理想的と言

えるのではないでしょうか。」とも述べられています。 

                JICA の「⼈間的なお産」とは 
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 令和元年、環境の変化で様々な災害が生じ、千葉県では大規模停電で大変な生活を余儀な

く強いられた時、私たちは何ができるのだろうと考えた昨今でした。 

会員の皆様のますますのご健勝と、今後の助産ケア「人間的なお産を」願っています。 

  

 

助産所部会会長  澁谷 貴子 

助産所部会は分娩を取り扱う開業助産所の会員が所属する部会です。各助産所では、出産

を取り巻く様々な問題に直面しておりますが、母子の健康を担い、安心安全な分娩環境を整

えるために日々、精進しております。 

助産所部会では今年度に入り、嘱託医問題が最重要課題になってきました。そもそもの 

産科医師不足に追い打ちをかけるがごとく、医療機関における働き方改革の導入により、医

療機関での医師のマンパワー不足が原因で、嘱託医の契約を解除されるという事態が起こっ

てきております。また、嘱託医療機関の突然の NICU 病棟の閉鎖など開業助産所の業務に直

結するような緊急事態も起こりました。地域においては、産科のクリニックの閉院が相次い

でおります。皆様ご周知のとおり、現在の法律では、助産所（有床）の経営には、嘱託医や

嘱託医療機関の存在は必ず必要です。また、2次や 3 次の医療機関との連携も必須です。 

このような状況下において今年度より、福岡県助産師会として、「福岡県周産期医療協議

会」の委員に入ることができました。開業助産師が、より安全な環境下で、分娩を取り扱う

事ができるという点において、大きく前進したと思われます。委員承認に際して、同協議会

の会長・副会長の先生方のお力を多大に頂きましたことを心から感謝申し上げます。 

さて、嘱託医問題に関しては、今までは各助産所の努力の範疇に任されておりましたが、

非常に厳しい現状から、助産所部会の問題として部会員全員が一丸となって、取り組んでい

く姿勢をとっております。当会、副会長同席のもと、公益社団法人日本医師会平川俊夫常任

理事にご挨拶に伺っております。その際には助産所業務ガイドライン（2019 改訂）の重要

性を示唆されました。北九州エリアにおいては、産業医科大学病院の産科、小児科の各教授

との面談の末、連携を確保致しました。また、JCHO 九州病院の産科、小児科においても連

携を確保致しました。久留米エリアにおいては、聖マリア病院は救命センター経由で搬送受

け入れを行うという連携を確保致しました。嘱託医療機関、連携医療機関との面談の際には、

必ずガイドラインをお渡しし、開業助産師の業務に対して理解が得られるようにしておりま

す。現在の助産所業務においては、医師の先生方との協働は欠かせません。充分な相互理解

のもと、より良い関係性をさらに構築できるように、十二分に努力していきたいと思ってお

ります。 

今後、分娩開業をめざす助産師が、未来に夢をもてるように、助産所部会の絆を深め、助

産所の存続が安定したものになるように部会長として、精一杯頑張りたいと思います。 

 

 

     各部会活動報告 
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保健指導部会会長 福田 千鶴 

 今年度も「母乳育児支援に関する安全評価」にご協力いただき、誠にありがとうございま

した。回収率は、53.9％でした。また開業の方に絞った回収率は、71.9％でした。 

今回の評価表を集計したところ、様々な課題が明らかとなり、優先順位をつけて取り組む

準備ができました。１日でも早く支援できるよう、進めて参りたいと思います。どうぞ宜し

くお願いいたします。                   
 

 

副会長  稲冨 博美 

 子育て・女性健康支援センターは本年度より「福岡県助産師開館裏手のお家」を拠点と 

して、電話相談事業や来所相談事業等を行っています。 

事業を担ってくださっているのは会員有志 15 名です。仕事の調整をしながら母子とその家

族の幸せのためにご尽力くださっています。また、一人でも多くの人に来所していただける

よう、相談担当者による産後のからだの講座や母乳育児講座など、6 つの講座を開設しまし

た。講座は、参加した母子が助産師に相談するよい機会にもなっており、来所相談者数も昨

年に比べ増加しています。さらに、妊娠期からの切れ目のない支援を目指して、マタニティ

クラス参加者を対象とした産後のパパママの交流会を開催しています。その他、健康教育の

委託事業も増え、助産師が職場でできないことを体験できる貴重な場としての役割りも担っ

ています。センター事業を企画運営するための人的・経済的な課題は多々ありますが、地域

の中であたたかい母子保健の輪を創りたいと相談員一同、頑張っています。 

          

 

 

 

 

 

⼦育て・⼥性健康⽀援センター事業報告 
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妊娠・出産包括支援特別委員会  

 明星 るみ ・ 豊田 晴子  

 2019年 4 月現在、福岡県の子育て世代包括支援センターは、３５自治体４８ヶ所 

の実施状況です。福岡県助産師会では、35 施設が産後ケアを受け入れ可能であることを助

産師会の HP上で確認することができます。今年 8月、産後ケアを受託可能な 35施設にアン

ケート調査を行なわせて頂きました。結果、福岡県助産師会と受託契約している市町村は、

福岡市・桂川町の２市町村。個人と契約している市町村は、久留米市・朝倉市・小竹町・福

智町・直方市・宮若市・大刀洗町・小郡市の８市町村でした。 

現在、産後ケアに関しては、料金の問題・担当する助産師のスキルの問題・保障の問題な

ど、課題は山積みですが、どの助産師も大切な「母子の生命とこころ」を守るために尽力さ

れている様子がアンケート結果から伺え、感動しました。改めて、アンケートにご協力いた

だきました会員の皆様にお礼を申し上げます。 

産後ケアは、必要とあれば夜間対応も行い、そのまま２４時間サポートを求められる事も

あります。産後ケア事業は、まだまだ歩き始めたばかりかもしれませんが、必要とする母子

は沢山いると思われます。 

自治体との連携を保ち、協力しながら、しっかりとした受け皿を用意する事が望まれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  産後ケア事業について 
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筑後地区理事  田中 綾子 

 柳川市、大牟田市、みやま市、大川市からなる筑後地区は会員数 21名（勤務部会 9名 保

健指導部会 12名）です。「こんにちは赤ちゃん訪問」などの委託事業を 3市より受けており、

保健指導等を行う開業助産所が 10件（地区外会員 1名含む）ある為、保健指導部会会員の

割合が多いのも特色です。 

「乳房ケア」「性教育」「産前産後の体のケア」「赤ちゃん講座」「訪問事業」等に力を入れて

いる助産師も多く横のつながりで学ばせていただくことも多く。個々のスキルアップにもつ

ながっています。会員有志で集まり「ぱすとらーれ inみやま子育てサロン」も月 1回開催

しております（写真）。 

令和 2年 2月 1 日㈯には地区研修「『またやってほしい』と言われる『いのちの授業』の進

め方」を地区会員である寺田恵子氏を講師に柳川市で開催します。（一般ポイント研修 3P・

アドバンス助産師「ウイメンズヘルスケア能力：指定研修」）皆さまのご参加お待ちしてお

ります。 

 

 
 

（ぱすとらーれ inみやま子育てサロン開催風景） 

   

         
＜2月 1 日研修会案内ＱＲコード＞ 

地区活動報告 （筑後地区） 
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             2020 年九州・沖縄ブロック研修会 実行委員長 

                           椎葉 美千代 

微力ながら実行委員長を務めさせていただきます椎葉と申します。前回福岡では 7年前に

JR 九州ホールで研修会を開催しました（表 1）。時の流れは早いもので、次年度開催は福岡

です。先日運営委員メンバーが集まり、第 1回会議を開きました。現在テーマ設定、会場選

定を進めいているところであります。テーマの候補に挙がっているワードをみますと「多様

性」「継続性」「国際化」「女性と人権」「輝け!!助産師」「活性!!助産師」など、社会の変化

に対応し、助産師がいきいきと専門性を発揮している姿を創造しました。新時代「令和」を

迎え、オリンピックが開催される年に、福岡も研修会開催を通して盛り上がりましょう。皆

さまのお力添えをよろしくお願いいたします。 

 

表 1 九州・沖縄ブロック研修会の経過 

年  開催県 テーマ 

2019 鹿児島 支えあおう！暮らしの中のお産・子育て ～助産師力 全開大！！～ 

2018 宮 崎 

てげおもしろいっ。ちゃが！ひなた＜日向＞で語ろう！Ｃ・Ｊ・Ｔ ～助産

師力 UP！！知ろう！触れよう！わかちあおう！助産師として女性のからだ

にむきあうために！～ 

2017 佐 賀 助産師に必要な緊急時の対応力 ～組織として個人として～ 

2016 熊 本 地域のサポート力をアップしよう 

2015 沖 縄 思春期性教育 ホップ！ ステップ！ ジャンプ！ 

2014 大 分 社会が求める産婆力 ～産院から・家庭から・地域から～ 

2013 長 崎 D大事に・N和やかに・A愛されて ～生きていく～ 

2012 福 岡 今が未来 ～変化する社会的文化の中の助産を考える～ 

 

2020 年九州・沖縄ブロック研修会（福岡）に向けて 
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テーマ：支えあおう！暮らしの中のお産・子育て 

     ～  助産師力 全開大 ！！ ～ 

開催日：2019 年 11 月 9 日（土）～10 日（日） 

場 所：鹿児島女子短期大学 〒809-8565  鹿児島市高麗町 6-9 

参加費：会員￥8,000   会員外￥10,000  学生￥2,000 

懇親会：2019 年 11 月 9 日（土）18:30～21:00 会費￥8,000 

   会場 鹿児島東急 REI ホテル 2 階 オリオン 

        〒890-0053 鹿児島市中央町 5 番地 1 

詳細・申し込みは Web で  （公社）鹿児島県助産師会 HP にアクセス 

 

＊ 皆様お誘い合わせのうえ 多数ご参加ください。 

 
 
         

  
 

2019 年九州・沖縄ブロック研修会（⿅児島） 
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                               教育委員長  吉田 静  

今年度の研修も 10月以降残り４つとなりました。「女性への健康支援：10月」「分娩介助

に携わる助産師のこころと技：11 月」は助産師として様々な活動をされている福岡県助産

師会会員であり、12 月 1 日は 2 研修を同日開催として「不妊、不育症（午前）」「妊娠期か

らのメンタルヘルス（午後）」を行うなど、盛り沢山な内容となっております。 

 会場が助産師開館から変更となり、皆様にはご足労おかけいたしますが、机椅子が完備さ

れており学習環境は揃っております。 多くの皆様にご参加していただけますように教育委

員一同お待ちしております。 

 

《対象者》 

助産師(福岡県内外 会員・非会員)、看護職、学生 

《会場》 

一般財団法人福岡県教育会館 

〒812-0054 福岡市東区馬出 4 丁目 12番 22号 

TEL / FAX：092-631-4600 

《参加費》 

助産師会会員 2,500円 非会員 5,000円 学生 1,000円 （助産師免許保持者は除く） 

 

《申込方法》 

① 福岡県助産師会ホームページ「研修イベント」内、『参加申し込みフォーム』からお申込

みください。 

  （http://www.jyosanshi.net/fukuoka/index.html） 

 

研修会報告・案内 
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② 各研修会開催 1週間前までに以下の口座へご入金をお願いします。 

  ゆうちょ銀行 記号 17450 普通預金 口座番号 89752021 名前 福岡県助産師会教育

委員会 

  恐れ入りますが、振込手数料は参加者さまのご負担でお願いいたします。 

③ 研修会当日、受付に研修会費入金明細書をご提示ください。 

※研修会当日受付にて現金でのお支払いは承りませんのでご注意ください 

 

《問い合わせ先》 

一般社団法人福岡県助産師会教育委員会 吉田静 TEL:090-7442-4165 

《その他》 

●参加申込が定員に到達し、参加いただけない場合には、その旨をメールにて個別連絡させ

ていただきます。 

●お申し込み後の「キャンセル」「受講者変更・欠席」は、必ず研修会開催前に「問い合わ

せ先」へご連絡ください。 

●受講料の払い込み後にキャンセルをする場合は、ご返金いたしかねますのでご了承くださ

い。 

《参加される方へのお願い》 

多くの方が研修会に参加されますため、お子さま連れでのご参加は遠慮お願いします。 

なお、託児室を設ける予定はありません。 

 

【福岡県教育会館 アクセスマップ】 

◆JR：箱崎駅下車 徒歩 15分 

◆地下鉄：箱崎宮前駅下車 1番出口より徒歩 1 分 

◆西鉄バス：箱崎バス停より徒歩 1 分 

◆会館に専用の駐車場はありません。近隣のコインパーキングをご利用ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

こちらの QR コードからも簡単に

お申込みいただけます！ 
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昭和 39年に始まった「おぎゃー献金」運動。 

日本助産師会でも、全国の助産院に「おぎゃー献金箱」を設置。 

平成 12年、「すくすく赤ちゃん献金」と名称を変更し、収益金は主に児童福祉施設への必要

備品贈呈などで、役立たせています。 

福岡県助産師会では、現在１１,９４１円集まっています。 

未来の子ども達への支援を！  皆様のご協力をお願いいたします。 

 

       

                 

 

 

助産師会会員は、「助産所部会」「保健指導部会」「勤務助産師部会」の専門部

会のいずれかに所属し、様々な活動に取り組んでいます。 

助産所部会 ： 助産所開設者、助産所勤務の助産師の部会 

保健指導部会 ： 母乳相談など、来所施設のある助産師 

       施設は持たないが、主に保健指導に関わっている助産師の部会 

勤務助産師部会 ：病院・診療所・看護教育機関などに勤務する助産師の部会 

皆さんは、どこの部会に所属しているか把握されていますか？ 

ご自分の適性に合った部会に入りましょう。 

                  

すくすく⾚ちゃん献⾦ 

お知らせ 
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一般社団法人 福岡県助産師会では、会員を募集しております！！ 

ご友人や職場の方をお誘いし、一緒に活動してみませんか？ 

入会をご希望される方は、下記のＱＲコードより福岡県助産師会 HP 入会案内のページに

お入りください。 

または、下記へ連絡をお願い致します。 

 

〒811-3507 

宗像市多禮 598 

田中 啓子（福岡県助産師会 会計） 

TEL 090-9721-6590 

FAX 092-943-4576（愛和病院内 田中宛） 

メール hiroko.tanaka@aiwa-hospital.or.jp 

 

  

ひとりでも多くの皆様の入会を心よりお待ちしております。 

 
 

【編集後記】 

2020 年九州・沖縄ブロック研修会が福岡県で開催されます。 

福岡県は、全国でも住みたい県の上位にランクされていて、子育て世代の方も増えていま

す。 

お互いを尊重し合い、 皆で力を合わせ、福岡県を盛り上げていきましょう。 

 

広報委員  髙橋(愛)・松山・長谷川・原武・髙橋(春)・益永 
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会員募集 


